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接続詞③ー従属接続詞


　今回は「従属接続詞」について考えてみましょう。対等接続詞とは異なり、この接続詞には「文」と「文」をつなげる働きしかありません。そして「従属接続詞」という名称からお分かりのように、中心となるものに付属（従属）しているのです。その中心となるもの（文）を「主節」と言い、付属・従属しているもの（節）を、「従属節」と言います。
PART Ⅰ（従属接続詞とは）
(1)従属接続詞の使い方
  対等接続詞には「文」と「文」を結ぶ働きもありました。しかし従属接続詞には「文」と「文」を結ぶ働きしかありません。
 (a) I think that it will be fine tomorrow.
   （明日は天気がよいと思います）
 (b) If it is fine tomorrow, I will go shopping.
   （明日天気が良ければ、買い物に行きます）
 (c) Tom came to Japan when he was five years old.
   （トムは５歳の時に日本に来ました）
  従属接続詞の後には「文」をつなげて大きな集団を作ります。
  これらの例からお分かりのように、従属接続詞の後には「完全な文」を続けます。つまり「従属接続詞＋文」の形で大きなまとまりを構成することになります。
(2)対等接続詞との相違
(d) I like apples but he doesn't like apples.  （対等接続詞）
   （私はリンゴが好きだが、彼は嫌いだ）
(e=b) If it is fine tomorrow, I will go shopping.　（従属接続詞）
  「対等接続詞」はその名前からお分かりのように、つなぐものは左右同じものと考えなければなりません。ということは左右の２つの英文は「対等」の関係だと考えなければなりません。
  それに対して「従属接続詞」は、あるもの（主節）に従属する働きがありました。例えば(e)の文では、[If it is fine tomorrow]（従属節）のまとまりが、[I will go shopping]（主節）という文に対してつながっている形式になります。「買い物に行きます」ただし「天気が良ければ」という条件付きで、と考えます。「主従関係」が成り立っているのです。
(3)節の種類を見抜く
　「対等接続詞」の場合は気にする必要はないのですが、「従属接続詞」の場合は、「従属接続詞＋文」すなわち『従属節』全体がどのような働きなのかを考える必要があります。その区別は次のようになります。一つの目安とお考え下さい。 　
 名詞節：従属節全体を取り去ってしまうと、残りの英文は不完全な英文
 副詞節：従属節全体を取り去っても、残りの英文は完全な英文


　以下で具体例を確認してみましょう。                　
①名詞節
 (f) I don't know if it will be fine tomorrow.
 (g) I think that he is ill.（彼は具合が悪いと思う）
　それぞれ下線部を取り去ってみるとどうなりますか？
 (f)' *I don't know.　　（私は知らない）何を知らないのでしょうか？ちょっと不明です。
 (g)' *I think. 　（私は思う）何を思っているのでしょうか？ちょっと分かりませんね。
実はこれらの know や think は他動詞（目的語が必要な動詞）ですから、取り去って考えた部分（従属節）はどちらも大きな「目的語」である、ということなのです。目的語ということは、「名詞節」だということになるのです。
②副詞節
 (h) If it is fine tomorrow, I will go shopping.
 (i) Tom came to Japan when he was five years old.　
　２つの英文とも下線部を取り除くとどうなるでしょうか？どちらもまともな英文です。
(f)'や(g)'のように目的語といった必要な文の要素が不足だということはありません。
 (h)' I will go shopping.    (i)' Tom came to Japan.　
　このような場合を「副詞節」と言います。      
(4)従属接続詞の意味
　対等接続詞はその数が５つほどしかありませんでしたが、従属接続詞はそれ以上にたくさん存在します。また、意味も以下のようにたくさんあります。ここではその種類につい
てご紹介しておきます。具体例やその他の意味は次号でご紹介いたします。
 時(when, while, before, after,等）条件(if), 原因・理由(as, since because),
 譲歩(though, although), 様態(as), 制限・範囲(as long as, as far as), など


PART Ⅱ（教科書の理解のために）
　テレビCMでもおなじみの従属接続詞が教科書で登場しました。ONCEです。副詞としては「かつて、いちど」などの意味がありました。「ひとたび～すると」の意味です。   CM→Once you pop, you can't stop.  (ひとたび開けたら、やめられない)
 教科書→Once we understand how genes work, we will have lots of new choices 
         to make.　（いったん遺伝子の働きが理解されると、私たちは多数の新しい
　　　　　　　　　　 選択をしなければならなくなるだろう）   (p.123, l.9-10)   
[image: image2.bmp]
親子で学ぶ                                                       　　　第５４号
接続詞④ー相関接続詞・他


　接続詞が他の語句といっしょになって大きなまとまった意味になることがあります。これを「相関接続詞」といいます。大きな構文と考えることも必要です。ある程度は頭の中に入れておく必要もあるのです。今回は、対等接続詞や従属接続詞との相関接続詞を中心に例文等をまとめておきたいと思います。
　今回で今年度の「英語教室」も最後になります。２学期はそっくりそのまま空白になりましたが、来年度改めて発行いたしますのでお待ち下さい。必ず発行しますからね。



<従属接続詞=例文集>
(1)従属接続詞の意味
　前号で従属接続詞の意味をいくつかご紹介いたしました。以下にそれらの具体例をご紹介いたします。
 (a) [時] When I was young, I would often go camping with her.
    （私が若い頃、彼女とキャンプに出かけたものでした）  
 (b) [条件] If you turn to the right, you will find my house on the left.
    （右に曲がれば、左手に私の家が見えます）
 (c) [原因・理由] As I was tired, I went to bed earlier than usual.
　　（疲れていたので、いつもより早く寝ました）
 (d) [譲歩] Though I was tired, I studied late last night.
　　（疲れていたけれども、夕べ遅くまで勉強しました）
 (e) [様態] He went to the boy's help, as anyone would.
　　（彼は誰もがするように、その少年を助けに行った） 
 (f) [制限・範囲] As long as I know, he will be away for three months.
　　（私が知る限り、彼は３ヶ月留守をします） 
 (g) [積極的目的] My brother got up early so that he could catch the first train.
　　（兄は始発電車に乗るために早く起きました）
 (h) [消極的目的] They left early for fear[ﾌｨｱ] they would meet him.
    （彼らは彼に会わないように早めに出た）
 (i) [結果・程度] My brother left home so early that he could catch the first train.
  　（兄はとても早く家を出たので始発電車に乗ることが出来た）
●従属接続詞はたくさんあります。上記の例文の中でも特に as などは、様々な意味が存在しています。辞書には頭が痛くなるほどあります。一つ一つ気長に覚えましょう。
(2)相関接続詞
　例文の(g), (h), (i)などの語句も「相関接続詞」と考えることもあります。以下に対等接続詞や従属接続詞と結びついた「相関接続詞」についていくつかご紹介いたします。特に大切なものばかりだとお考え下さい。
 ①対等接続詞との相関接続詞
(j) I want to read either this book or that book.  
　　 ●either ... or～「...か～のいずれか」
　　（この本かあの本のどちらかを読みたい）
(k) I want to read both this book and that book.　
　　 ●both ... and ～「...と～の両方」
　　（この本とあの本の両方読みたい）
(l) I want to read neither this book nor that book.
     ●neither ... nor～「...も～もどちらもない」
（この本もあの本もどちらも読みたくない）
(m) I want to read not only this book but (also) that book.
　　（この本だけでなくあの本も読みたい）
     ● not only ... but (also) ～　「...だけでなく～も」
 ②従属接続詞との相関接続詞
以下の大切な表現を２つご紹介しておきます。
(A)[～するとすぐに....]について    
「彼が家を出るとすぐに雨が降り始まった」を英語にすると、
(a) As soon as he left the house, it began to rain.
(b) The moment he left the house, it began to rain.
(c) Immediately he left the house, it began to rain.
(d) He had hardly left the house when[before] it began to rain.
(d)' Hardly had he left the house when[before] it began to rain.
(e) He had no sooner left the house than it began to rain.
(e)' No sooner had he left the house than it began to rain. 
(f) On his leaving the house, it began to rain.
(B)「とても～なので....」について
「彼女はとても親切なのでお金をくれた」
(f) She was so kind that she gave me money.              [so＋形容詞・副詞]
(g) She was such a kind woman that she gave me money.　[such＋名詞句]
(h) She was so kind as to give me money.
(i) She was kind enough to give me money.
(j) She had the kindness to give me money.
(k) She kindly gave me money.
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